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去る９月２日（日）

もう恒例に成った８

都県市合同防災訓練

に参加しました。毎

年神奈川県と県内各

市町村の共催で行わ

れる訓練には神奈川

ＲＢの年間行事にも

組み込まれ、毎年物

資や情報の伝達、無線通信

訓練などを行っているが最

近は社会福祉協議会の方々

など関係者の搬送なども取

り入れ始めています。 

今回、伊勢原市で行われた

訓練にも、通例となった物

資搬送訓練のほか、ケアマ

ネージャーのタンデム搬送

を受け持つこととなりまし

た。 

今回は矢代代表のタンデム搬送雑感という形で防災訓練の報告として行

きます。 

８都県市合同防災訓練報告 

矢代幸雄 

ケアマネージャーのタンデム搬送を担当してから今年で３回目となる。

全ての方がバイクに乗ったことがない、或いはタンデムの経験が無い方

ばかり。最初に聞くことがある。「ジェットコースターは好きですか・・

・」冗談である。その後、タンデムの仕方について判りやすく教える。

すべて、講習会で指導員さんから教わった内容の受け売りであるが、自

分できちんと理解していないと教えることは難しいだろう。ましてやバ

イクの経験の無い方ばかりだ。 

オートバイは怖いものではないと思っていただくことが最大の任務。次

がライダーとタンデマーの信頼関係、走行中の適度な会話も必要ですね

。 

幸い今回後席に乗っ

ていただいた方々は

、まったく自然に乗

っていただいており

、「うわぁ、後ろに人

が乗っている」と言

うような感覚はまっ

たくない。ある意味

タンデムセンスの良

い人たちばかりでした。後日聞いた話ではバイクに乗りたくなりました

。とか、タンデムって気持ちのいいもんですね。また機会がありました

らお願いします。などと言われると嬉しいものです。 

また、本番に備えて毎回予行でタンデム訓練に参加していただいている

からこそだとも思います。 

一時期より講習会でタンデムスラロームなどをやる機会が減っているよ

うですがまた復活してほしいものですね。いつの間にかやらなくなって

しまったようですがタンデム講習中に転倒など事故があったのでしょう

か? 

私の参加させていただいていた講習会ではタンデムによる転倒はなかっ

たように思います。 

 

津久井赤十字病院防災訓練報告 

2007.9.17 

矢代 幸雄 
今回は昨年より早い

時期に開催連絡を赤

十字病院・榎本様より

いただきましたが私

が長期外出していた

時でしたので返事が

遅れて気をもませて

しまって申し訳ありま



せんでした。 

さて、０７年度津久井赤十字病院防災訓練は、山田さん、夏賀さん、永野貴

さん、伊藤さん、沢田さん、矢代の６名が参加させていただきました。 

昨年はすでに入院していて被災する役でしたが、今年は被災した後、病院

に搬送される役です。訓練に参加する医師や看護師の方々は緊張するでし

ょうけど、傷病者役も結構ドキドキです。 

怪我のサンプルも擦り傷程度のものから腸が脱出しているものもあります。 

平常時とは異なる有事の際のパニック状態の中での診断や治療は非常に

難しいと思います。しかし、シュミレ－ションの体験があるとないとでは大き

な違いがあるでしょう。私は風邪を引いただけの設定でしたが、震災のショ

ックから気分が悪くな

ったり、ひじをぶつけ

たのを隠したまま、小

指の痺れがとまらな

いフリを追加演技した

りしました・・・・。 

演技とは言えこれだ

け嘘をつくとまわりも

大騒ぎになってくるた

めに私の心拍数も上がり血圧は通常上は１１０～１２０位なのに実際に１７０

もあったそうです。 

そんな状況ですが院内に搬送されると気分的に落ち着きますね。以前外出

中に体調を崩しやっとも思いで病院にたどり着いたら、その場で多少回復し

たことがあります。 

今回は訓練なので設

定はありませんが一

番つらいのはトリアー

ジで黒タッグを貼らね

ばならないこと。 

また、怪我の程度に

より治療に順番をつ

けねばならないことも・・。訓練では想定しきれない壮絶な修羅場に遭遇す

ることもあるでしょう。そんな皆さんのお手伝いが少しでも出来たらと思いま

す。 

神奈川ＲＢとしては普段の活動拠点が横浜駅前の県民活動センターと海老

名市民活動センターであり、有事の際にはその２拠点のいずれかに集結す

ることになっていますが、私は実際には津久井赤十字病院に行って支援活

動を行う事になるだろうと他のメンバーに伝えてあります。その時がないこ

とを祈るばかりです 

今回アイディア品を発見しました。 

石川副部長が被っていた帽子にクリップで留めるハンディサイズの無線ア

ンテナです。腰につけたハンディ無線機をアンテナケーブルを延長して高い

位置の帽子に固定する方法です。 

参考にさせていただいて神奈川ＲＢでもまねしてみようと思います。 
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ジュニアサバイバルキャンプ支援報告 

2007,8.4 

手塚 則生 
8/4(土)昨年に引き続き、I Love つづき主催のジュニアサバイバルキャンプ

に参加しました。今年も自宅から 20 分ほどの武蔵工業大学横浜キャンパス

へ着くと、２台のトランポと１台の軽ワゴン車により一目見て「神奈川ＲＢだな

」と分かる基地が作られていました。最近はミーティングも含めて殆ど活動

に参加できない僕ですが、色々な場で我々の“基地”が設置されているのを

見るといつも心強い物を感じます。このイベントは夏休みの子供たちが対象

の防災キャンプで、神奈川ＲＢがサポートするのは彼らの食事の材料調達

と、自分達の住む街を防災と言う観点から見てみようと言う「まち歩き」の時

に、休憩ポイントでの給水活動などを行う事です。今年の街歩きはお子さん

達の体調にも配慮して夕方になった為、まず我々バイク隊は食料調達に出

発しました。 

お買い物 1 件目はハンディキャップのある方々で野菜作りをされているハ

ーベストつづきへ。大通りに出た途端に港北ニュータウン週末名物の渋滞

にはまり、一同ヘルメットの中でひと汗かきました。このハーベストつづきは

地元の人でも判りにく

い場所にあるので到

着までに少々回り道

をしましたがどうにか

無事終了。新鮮な野

菜やお漬物を一旦持

ち帰った後、2 件目・3

件目に向けて再び出

発。先ほどの渋滞を迂回しようと別ルートを選ぶもやはり渋滞。来年も同様

の活動をするのならば、地元民を自負する僕としては事前に回避ルートを

調べておくべきだと思いました。お買い物 2 件目は港北ＮＴを縦断して山崎

パンへ。警備詰め所にて既に御準備頂いていたパンを購入。さて帰途へ…

と言う所で 3 件目の到着予定時刻が迫っている事を知り、基地局と無線で相

談をし、そのまま 3 件目の港北ミナモへ向かう事になりました。しかしここで

「誰もミナモを知らない」と言う事実が発覚。実はこのミナモと言うショッピン

グセンターは数日前に開業したばかりだったのです。とりあえず「センター

南らしい」と言う情報を元に同駅前まで行き、皆で見回してみますが分から

ない。そこで近所に住む友人に電話で聞き、ようやく場所が判明し急行。こ

の中のグルメシティでバナナやウインナーを調達。これで食料調達は全て

終了。 

簡単に行かない部分もあった為、

達成感に満たされました。その後

は夕方になってから街歩きのサポ

ートです。僕と伊藤さんは“赤チー

ム”の休憩所となる公園へ飲み物

を運びました。この公園の場所は

すぐに判り、二人で呑気にセミの

抜け殻を探しながら子供たちの到

着を待っていると、大学生やご父

兄の方々の付き添いと共にやって

来ました。公園入口で引率の大学

生の方が「ここにも消火栓の標識がありまーす」と呼び掛ける声にハッ！と

しました。 

そこは僕らがバイクを停めた場所です。道交法第1章第9節第45条4「消火

栓、指定消防水利の標識が設けられている位置又は消防用防火水槽の吸

水口若しくは吸管投入孔から五メートル以内の部分」は駐車禁止です。子供



たちの前で恥を掻いてしまいました。プライベートの時は勿論ですが、ＲＢ

活動の時に、しかも子供たちの前での違反は特別に恥ずかしいものですね

。そうした事も含め、来年への課題も色々持ち帰ったサバイバルキャンプ参

加でした。 
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小千谷ツーリング報告 

2007.9.22-23 

矢代 幸雄 
本日は小千谷ツーリ

ングである。本来今年

の春の計画していた

のもであるが震災に

より延期としたもので

ある。このツーリング

は中越震災地域の復

興状況の視察と現地

を訪れることにより観

光収入に微力ながら貢献できたらとの想いから計画されたツーリングです。 

７：１０集合場所の高坂ＳＡやしろ現着。夏賀さんと友人のＫさんがすでに現

着していた。ここは沖縄そばがおいしいとの情報である。沖縄そばと言えば

沖縄でタクシーの運転手さんに紹介された店構えはぼろぼろで天井なんか

もシミがたくさんあり今にも崩れそうなお店で食べたソーキそばは絶品でし

た。 

私はあくまでも褒めているつもりですが一見さんは入るのを躊躇するような

ぼろい店構えにおいしいお店が多いような気がします。 

さてまさに今出発するタイミングで沢田さん現着。伊藤さんは遅れるとのこ

とで次の集合場所赤城高原ＳＡを目指してもらうことに・・・と思っていたら赤

城高原ＳＡ手前で伊藤さんと合流、赤城高原ＳＡでも佐藤さんと無事合流、

全員集合したところで出発。 

月夜野ＩＣから三国峠を走る。 

苗場かぐら田代みつまた大きなスキー場が左手に見える。冬にしか見たこ

となかったのでとても新鮮な景色である。 

湯沢手前のパーキングエリアで休憩。でも、すごく暑いまだまだ夏が終わっ

ていない様子。食事時間には少し早いが朝食が早かったり、食べてないメ

ンバーも居たために大源太キャニオンのソフトクリームで中繋ぎ、私が参加

するツーリングではお決まりの出光での給油を済ませ魚沼スカイラインへ

いわゆる県道ですが尾根を走るために景色がとてもよく所々にある展望台

からの景色は絶景です。 

この後アクシデントが・・・・・・・・・・・・・。 

現地で対応を試みましたが工具が足りず、六日町のバイク屋で修理するこ

とになりました。六日町ではわたしの行きたかった食堂を昼食の計画にして

いましたが、昼の営業は１５：００までで間に合わず残念でした。 

沢田さんのかつての地元と言うことでバイク屋もすぐに見つかりました。後

から気が付いたのですがバイク屋さんから歩いて数分のところにもう１軒の

行ってみたい食堂があったことに気が付きました。 

昼食はとっていませんが半端な時間なのでここで普通に食べてしまうと小

千谷ユースでの食事が食べられなくなってしまうのでそのまま昼食はなしと

いうことにしました。 

つまみと酒を仕入れるために川口駅前のスーパーと酒屋さんに寄った。ご

主人にはおすすめの日本酒をいろいろ教えてもらいましたがメンバーのＲ

Ｂ章を見て千葉ＲＢや埼玉ＲＢのメンバーが当時支援に来てくれた事も話さ

れてました。 

近所のお寿司屋さんもきれいに立て直っていました。このツーリングの計画

当初はここのすし屋さ

んで昼食をと考えて

いましたが時間の都

合上昼食の時間帯は

無理と予定は組めま

せんでした。次回早

朝集合で伺いたいと

思います。先日、柏崎

へ支援活動に伺った時、途中で合流したメンバーになんと、ここの寿司屋さ

んの店員さんが居たそうです。空腹の状態で小千谷ユースに到着。夕食ま

で待てずにビールとつまみをつまみ食い（笑) 

夕食でも、１食も食べていないメンバーも居たためおひつはあっという間に

空っぽ。お米がおいしいこともあります。 

酔いも適度に回ってこれから大人の会話の時間と思いきや皆さんお疲れの

ようでそのまま爆睡（笑)他のバイク乗りの宿泊客も誘って宴会やろうと言っ

ていたさっきまでの元気はどこへやらあっという間に翌日の朝を迎えてしま

ったのでした。 

翌日は弱いけど雨又

は曇り４人は別ルート

。 

私は渋滞を避けるた

めに直帰、帰りに旧

国鉄西小千谷駅跡を

見て結局昨日行けな

かった六日町大阪屋食堂に行って昼食。悩んだが注文したカツ丼はつゆだ

くでとてもおいしかったです。他のメニューも食べてみたいなぁ 

駅周辺は無料駐車場がありますので安心です。昼食直後ですが駅前ＳＣ内

のパン屋さんで懐かしいあげパンがタイムサービスだったので買ってしま

いました。 

六日町で給油して六

日町料金所を通過直

前小雨がパラついた

のでジャケットを着て

関越を南進、新潟側

は曇り程度だったが

関越トンネルを抜けて

群馬側に入ったとたんに土砂降りの雨予報でこんなに雨が降るなんていっ

てたっけ? 

中央道の事故通行止めを避けるために入間で降りて自宅着 16：38 アクシデ

ントにより１名途中離脱したのは残念でしたけど楽しいツーリングでした。 

皆さん、ありがとうございました。 

 

 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

【その他のイベント】 
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走行訓練、無線通信訓練、   

運営ミーティング 1 回/毎月 

ボランティアのための救護法研修会・第3 火曜日/毎月 

等々。 

編集後記 

またまた、発行が遅れてしまいました。申し訳なく思います。 

次号、新年には少しは早く発行して行こうと思います。 

 

さて、暑く長い夏がやっと終わったと思ったら急に寒くなってきました。私の

住む東北の地に冬が訪れるのはもう、まもなくです。 

寒さの所為でしょうか。こころに薄ら寒い話が多くなってきました。 

原油の値上がり、小麦を初めとする食料品の値上がり、どちらも関連するこ

とですが世界の豊かさと貧困の軋轢がここに凝縮されているように感じます

。豊かな国、アメリカでは石油だけでは足りないとばかりにとうもろこしや、

サトウキビなど食糧となる作物から燃料を搾り取ろうとします。 

今、日本に入ってくるとうもろこしを全部燃料にしてもアメリカで消費する原

油の 1 パーセントにも満たないことになんともいえない矛盾を感じてしまい

ます。貧しい国では今も飢餓による死者が後を絶ちません。 

化石燃料は節約し、とうもろこし等の作物は食料不足の国に送る。なんてこ

とが出来たら素晴らしいのに。 

一方で日本国内は地方の優良ブランドと言われる「赤福」や「白い恋人」な

どが不当表示や法律違反で世の中から「ＮＯ！」を突きつけられています。 

これも日本が飽食ゆえのことのように思います。 

コンビニやスーパーから出される大量の「古い？？」お弁当やお惣菜を見

ていると悲しくなるのは私だけではないでしょう。 

インターネットの普及で世界中の情報が手に入れられる中、こういった人の

生き死にに関することも解決できない情けなさ。 

今、自分に出来ること。何かを見付けて一つ一つ実行して行こうと考えてい

ます。 

いい年末を迎えたいものです。 

（お） 

 

神奈川ＲＢ事務局 

代表：矢代幸雄、事務局長：手塚則生 

郵送先：〒221‐0835 神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2‐24‐2 

    かながわ県民活動サポートセンターレターケース No.81 

Fax：045-312-1862（取次ぎ：レターケース No.81 宛て） 

URL： http://www.kanagawarb.org/ 

バイクによる災害時救援活動支援ボランティア 

神奈川・レスキューサポート・バイクネットワーク会報（年４回発行） 

発行者：神奈川ＲＢ会報担当 太田隆行 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 

神奈川ＲＢ会報発行にあたりまして、お好み焼き「おにがわら」様のご支援

を頂いております。みんなで行きましょう！ 

 

 

 

 

関西風・広島風 お好み焼き お」に」が」わ」ら」 

店主：中島信義  山梨県北杜市大泉村 Tel：0551-38-4030 

ＪＲ小海線甲斐大泉駅北約1.5km・ダイヤモンド八ヶ岳ホテル前 

営業日・時間 11：30～14：30、17：30～20：00（火・水・木定休） 

 

※ 念の為営業を確認の上お出かけください。 

http://www010.upp.so-net.ne.jp/onigawara/index.htm 
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